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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアントデバイスにより受信データを管理する方法において、
　前記クライアントデバイスにあるバッファから、データを除去するための多数のモード
に関する情報を含むメッセージを受信するステップと、
　前記多数のモードのうち、最大要求バッファサイズを有するモードを識別するステップ
と、
　前記識別されたモードに基づいて、前記バッファから前記データを除去するステップと
、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記識別されたモードに基づいて、前記バッファから前記データを除去するステップは
、
　前記バッファからデータの除去を始める前に初期遅延を算出するステップと、
　前記バッファから前記データを除去するレートを算出するステップと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モードは、前記クライアントデバイスが完全なＭＰＵ（Moving Picture Experts G
roup（MPEG）media transport（MMT）processing units）を除去するモード、前記クライ
アントデバイスが完全なムービーフラグメントを除去するモード、及び前記クライアント
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デバイスがＭＦＵ（MMT fragmentation units）を除去するモードを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記メッセージは、ＨＲＢＭ（hypothetical receiver buffer model）除去メッセージ
である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記バッファは、ＭＭＴＰデカプセル化バッファである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記バッファから前記データを除去するステップは、前記データを、ユーザに提示する
ために伝送するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　サーバによりデータ除去管理を指示するための方法において、
　クライアントデバイスにあるバッファから受信データの除去のための多数のモードに関
する情報であって、前記モードの各々についてデータの除去のためのモードのタイプを示
す情報を含むメッセージを生成するステップと、
　前記メッセージを、前記クライアントデバイスに送信するステップと、
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記モードは、前記クライアントデバイスが完全なＭＰＵ（Moving Picture Experts G
roup（MPEG）media transport（MMT）processing units）を除去するモード、前記クライ
アントデバイスが完全なムービーフラグメントを除去するモード、及び前記クライアント
デバイスがＭＦＵ（MMT fragmentation units）を除去するモードを含む、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　前記メッセージ内の前記情報は、バッファの最大要求サイズをさらに示す、請求項７に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記メッセージは、ＨＲＢＭ（hypothetical receiver buffer model）除去メッセージ
である、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　受信データを管理するためのクライアントデバイス内の装置において、
　データを少なくとも一時的に格納するように構成されたバッファを備えるメモリと、
　前記クライアントデバイスにあるバッファからデータを除去するための多数のモードに
関する情報を含むメッセージを受信するように構成された受信部と、
　前記多数のモードのうち、最大要求バッファサイズを有するモードを識別し、前記識別
されたモードに基づいて、前記バッファからデータを除去するように構成される制御部と
、
　を含む、装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記バッファからデータの除去を始める前の初期遅延を算出し、前記バ
ッファからデータを除去するレートを算出するようにさらに構成される、請求項１１に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記モードは、前記クライアントデバイスが完全なＭＰＵ（Moving Picture Experts G
roup（MPEG）media transport（MMT）processing units）を除去するモード、前記クライ
アントデバイスが完全なムービーフラグメントを除去するモード、及び前記クライアント
デバイスがＭＦＵ（MMT fragmentation units）を除去するモードを含む、請求項１１に
記載の装置。
【請求項１４】
　前記メッセージは、ＨＲＢＭ（hypothetical receiver buffer model）除去メッセージ
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である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記バッファは、ＭＭＴＰデカプセル化バッファである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記制御部は、ユーザに提示するために、前記バッファからデータを伝送するようにさ
らに構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　データ除去管理を指示するための装置において、
　クライアントデバイスにあるバッファから、受信データの除去のための多数のモードに
関する情報を含むメッセージを生成するように構成され、前記情報は、前記モードの各々
について、データの除去のためのモードのタイプを示す制御部と、
　前記メッセージを、前記クライアントデバイスに送信するように構成された送信部と、
　を含む、装置。
【請求項１８】
　前記モードは、前記クライアントデバイスが完全なＭＰＵ（Moving Picture Experts G
roup（MPEG）media transport（MMT）processing units）を除去するモード、前記クライ
アントデバイスが完全なムービーフラグメントを除去するモード、及び前記クライアント
デバイスがＭＦＵ（MMT fragmentation units）を除去するモードを含む、請求項１７に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記メッセージ内の前記情報は、バッファの最大要求サイズをさらに示す、 請求項１
７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記メッセージは、ＨＲＢＭ（hypothetical receiver buffer model）除去メッセージ
である、請求項１７に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、送信システムにおけるメディアデータ伝送に関し、より詳しくは、
ＭＭＴＰ（Moving Picture Experts Group（MPEG）media transport（MMT）protocol）デ
カプセル化バッファのシグナリング及び動作に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＭＴは、異種ＩＰネットワーク環境を通じてマルチメディアサービスについてのコー
ド化されたメディアデータの伝送のための技術を規定するデジタルコンテナ標準又はフォ
ーマットである。伝送されてコード化されたメディアデータは、指定された時間で、デー
タの特定のユニットの同期されたデコーディング及び提示（presentation）を要求する視
聴覚メディアデータ、即ち、同期型（timed）データと、ユーザによるサービスのコンテ
キスト又はインタラクションに基づいて、任意の時間でデコードし、提示されるデータの
他のタイプ、即ち、非同期型（non-timed）データの両方を含む。
【０００３】
　ＭＭＴは、コード化されたメディアデータが、リアルタイムトランスポートプロトコル
（ＲＴＰ）、送信制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）
などのインターネットプロトコル（ＩＰ）を用いてパケット基盤の伝送ネットワークを介
して伝送されるという仮定の下で設計されたものである。ＭＭＴは、また異なる伝送環境
の特徴を考慮して設計されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明は、ＭＭＴＰデカプセル化（de-capsulation）バッファのシグナリング及び動作
を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態において、受信されたデータをクライアントデバイスにより管理するための
方法が提供される。この方法は、クライアントデバイスにあるバッファからデータの除去
のための多数のモードに関する情報を含むメッセージを受信するステップを含む。この方
法は、また受信されたメッセージ内の前記モードに関する情報が示すモードの中で、最大
要求バッファサイズを有するバッファからデータの除去のためのモードを選ぶステップを
含む。さらに、この方法は、識別されたモードに基づいて、バッファからデータを除去す
るステップを含む。
【０００６】
　また他の実施形態において、サーバによりデータ除去管理を指示するための方法が提供
される。この方法は、クライアントデバイスにあるバッファから受信データの除去のため
の多数のモードに関する情報を含むメッセージを生成するステップを含む。前記情報は、
前記モードの各々について、データの除去のためのモードのタイプを示す。また、前記方
法は、前記メッセージを、クライアントデバイスに送信するステップを含む。
【０００７】
　更なる他の実施形態において、受信データを管理するためのクライアントデバイス内の
装置が提供される。前記装置は、データを少なくとも一時的に格納するように構成された
バッファを備えるメモリ、受信部、及び制御部を含む。前記受信部は、クライアントデバ
イスにあるバッファから、データの除去のための多数のモードに関する情報を含むメッセ
ージを受信するよう構成される。前記制御部は、受信したメッセージ内の前記モードに関
する情報が示すモードのうち、最大要求バッファサイズを有するバッファから、データの
除去のためのモードのタイプを選択し、識別されたタイプのモードに基づいて、バッファ
からデータを除去するよう構成される。
【０００８】
　また、他の実施形態において、データ除去管理を指示するための装置が提供される。こ
の装置は、制御部と、送信部とを含む。前記制御部は、クライアントデバイスにあるバッ
ファから、受信データの除去のための多数のモードに関する情報を含むメッセージを生成
するよう構成され、前記情報は、前記モードの各々について、データの除去のためのモー
ドのタイプを示す。前記送信部は、前記 メッセージを、クライアントデバイスに送信す
るよう構成される。
【０００９】
　以下、本発明の開示及びその利点について、より完全な理解を与えるために、添付の図
面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態が実現できる通信システムの一例を示す図である。
【図２】本発明の実施形態による通信システム内の装置の例を示す図である。
【図３】本発明の実施形態による通信システム内の装置の例を示す図である。
【図４】本発明によるＭＭＴＰデータ伝送環境におけるＭＭＴＰ入出力の例示的ブロック
図である。
【図５】本発明により、受信側での受信部動作をシミュレーションし、バッファ遅延及び
サイズ要件を推定するための例示的受信部バッファモデルのブロック図である。
【図６】本発明により、図５に示したＭＭＴＰデカプセル化バッファ内のＭＭＴＰパケッ
ト処理の例示的タイミングチャートである。
【図７】本発明により、クライアントデバイスによる受信データの管理のための例示的プ
ロセスのフローチャートである。
【図８】本発明により、サーバによるデータ除去管理を指示するための例示的プロセスの
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フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　他の技術的特徴は、以下の図面、詳細な説明、及び特許請求の範囲から当業者には自明
である。
【００１２】
　本発明を詳細に説明するに先立って、本明細書の全般に渡って用いられる特定の単語及
び語句の定義を開示することが望ましい。「接続する」との用語及びその派生語は、二つ
以上のコンポーネントが、互いに物理的接触の状態にあるか否か、それらの間の直接的又
は間接的通信をいう。用語「送信する」、「受信する」、及び「通信する」及びこれらの
派生語は、直接及び間接的通信の両方を含む。「含む」及び「備える」との用語とその派
生語は、限定されずに包含を意味する。「又は」との用語は、「及び／又は」の意味を含
む。語句「～と関連する」及びその派生語は、含む、～内に含まれる、～と相互接続する
、包含する、～内に包含される、～に／と接続する、～に／と連結する、～と通信できる
、～と協力する、介在する、並置する、～に近似する、～に束縛される、有する、～の特
性を有する、～と関係を有するなどの意味である。「制御部」との用語は、少なくとも一
つの動作を制御するデバイス、システム、又はこれらの一部を意味する。かかる制御部は
、ハードウェア又はハードウェアとソフトウェア及び／又はファームウェアとの組み合わ
せで実現できる。特定の制御部と関連した機能は、集中していてもよく、或いは局部的又
は遠隔に分散されてもよい。「少なくとも一つ～」との語句は、項目のリストと共に使わ
れる際に、項目リストのうちの一つ以上の異なる組み合わせが使われてもよく、そのリス
ト内の一つの項目のみが必要であってもよいことを意味する。例えば、「Ａ、Ｂ、及びＣ
のうちの少なくとも一つ」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、 ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、及びＡとＢとＣ
との組み合わせのうちのいずれかを含む。
【００１３】
　また、後述の多様な機能は、一つ以上のコンピュータプログラムにより実現又は支援で
き、このプログラムの各々は、コンピュータ読み取り可能なプログラムコードから構成さ
れ、コンピュータ読み取り可能媒体で実施される。「アプリケーション」及び「プログラ
ム」との用語は、一つ以上のコンピュータプログラム、ソフトウェア成分、命令集合、手
続き、関数、オブジェクト、クラス、インスタンス、関連データ、又は適切なコンピュー
タ読み取り可能なプログラムコードの実現に適合したそれらの一部をいう。「コンピュー
タ読み取り可能なプログラムコード」との語句は、ソースコード、オブジェクトコード、
及び実行可能なコードを含んだコンピュータコードのタイプのいずれかを含む。「コンピ
ュータ読み取り可能媒体」との語句は、ＲＯＭ（read only memory）、ＲＡＭ（random a
ccess memory）、ハードディスクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルビデ
オディスク（ＤＶＤ）、又は他のタイプのメモリのような、コンピュータによりアクセス
可能な媒体のタイプのいずれかを含む。「非一時的」コンピュータ読み取り可能媒体は、
一時的な電気又は他の信号を伝送する有線、無線、光学、又はその他の通信リンクを排除
する。非一時的コンピュータ読み取り可能媒体は、データが永久的に格納できる媒体、及
び再記録可能な光学ディスク又は削除可能のメモリデバイスのように、データが格納され
、後で上書き可能な媒体を含む。
【００１４】
　他の特定の単語及び語句についての定義は、本明細書の全般に渡って提供される。当該
技術分野における当業者は、大部分の場合でなくても、前記のような定義が、従来だけで
なく、前記のように定義された単語及び語句の未来の使用にも適用されることを理解すべ
きである。
【００１５】
　以下で説明する図１～図８と、本明細書における本開示の基本原則を説明するために用
いられる多様な実施形態は、単に例示するだけのものであり、本開示の範囲を制限するこ
とと理解してはならない。当該技術分野における当業者であれば、本開示の基本原則が、
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適切に配列された無線通信システムで実現できることを理解すべきである。
【００１６】
　ＭＭＴコーディング及びメディア伝送は、文献及び標準記述[ISO/IEC JTC 1/SC29/WG11
、異種環境における高効率コーディング及び媒体伝送－パート１： ＭＰＥＧメディア伝
送（ＭＭＴ）、２０１２年７月]にて論議されており、その文献の全内容は本明細書中に
参照として組み入れられている。異種ＩＰネットワーク環境を通じて、コード化されたメ
ディアデータの効率かつ効果的な伝送のために、ＭＭＴは、マッシュアップ（mash-up）
アプリケーションのための多様なコンポーネントからなるコンテンツを構成するための論
理的モデル、パケット化及び適応化のような、伝送階層処理のためにコード化されたメデ
ィアデータに関する情報を運搬するデータ構造、ハイブリッド伝送を含んで、ＴＣＰ又は
ＵＤＰを通じて用いられる特定のメディアのタイプ又はコーディング方法に不可知（agno
stic）のメディアコンテンツを伝送するためのパケット化方法及びパケット構造、メディ
アコンテンツの提示及び伝送を管理するためのシグナリングメッセージのフォーマット、
メディアコンテンツの提示及び伝送を管理するためのシグナリングメッセージのフォーマ
ット、及び交差階層通信を容易にするために、階層に渡って交換されるべき情報のフォー
マットを提供する。
【００１７】
　ＭＭＴは、カプセル化、伝送、及びシグナリングを含む三つの機能領域を定める。カプ
セル化機能領域は、メディアコンテンツの論理的構造、ＭＭＴパッケージ、及びＭＭＴコ
ンプライアントエンティティ（MMT compliant entity）により処理されるデータユニット
のフォーマットを規定する。ＭＭＴパッケージは、メディアコンテンツ及び適応的な伝送
に必要な情報を提供するためのメディアコンテンツ間の関係を含むコンポーネントを指定
する。データユニットのフォーマットは、伝送プロトコルのペイロードとして格納される
か，或いは運ばれて、格納と運搬との間で容易に変換されるように、コード化されたメデ
ィアをカプセル化するように定義される。伝送機能領域は、ペイロードのフォーマットと
、アプリケーション階層プロトコルとを定める。アプリケーション階層プロトコルは、マ
ルチメディアの伝送のための通常のアプリケーション階層プロトコルに比べて、ＭＭＴパ
ッケージの伝送のために、多重化（multiplexing）を含む向上した特徴を提供する。ペイ
ロードフォーマットは、特定のメディアタイプ又はエンコーディング方式に不可知（agno
stic）のコード化されたメディアデータを運搬するために定められる。シグナリング機能
領域は、ＭＭＴパッケージの伝送及び消費を管理するためのメッセージのフォーマットを
定める。消費管理のためのメッセージは、ＭＭＴパッケージの構造をシグナルするために
用いられ、伝送管理のためのメッセージは、ペイロードフォーマットの構造及びプロトコ
ルの構成をシグナルするために用いられる。
【００１８】
　ＭＭＴは、オーディオ、ビデオ、及びウィジェット、ファイルなどの他の静的コンテン
ツ（static content）のような時間連続のマルチメディアの伝送のための新しいフレーム
ワークを定める。ＭＭＴは、ＭＭＴパッケージを受信エンティティへ伝送するためのプロ
トコル（即ち、ＭＭＴＰ）を規定する。ＭＭＴＰは、プロトコルヘッダの一部として、Ｍ
ＭＴＰパッケージの送信時間をシグナルする。このような時間は、受信エンティティが、
各入力ＭＭＴパケットの送信時間及び受信時間を検査することにより、デジッタ（de-jit
tering）を行うことを可能とする。
【００１９】
　本開示の実施形態は、ＭＭＴ仕様が仮想の受信部バッファモデル（ＨＲＢＭ）を規定す
るものの、ＭＭＴＰデカプセル化バッファからデータを除去する方法は規定していないこ
とを認知及び参酌する。
【００２０】
　これにより、本開示の一つ以上の実施形態は、ＭＭＴＰデカプセル化バッファの動作、
及びＭＭＴＰデカプセル化バッファを運用するために用いられるか、又は必要な情報をシ
グナルするメッセージを提供する。本開示の実施形態は、またＭＭＴＰデカプセル化バッ
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ファからデータの除去を開始する前の初期遅延、及びＭＭＴＰデカプセル化バッファから
データを除去するレート（rate）の算出を提供する。さらに、本開示の実施形態は、オー
バーフロー（overflow）又はアンダーフロー（underflow）のないＭＭＴＰデカプセル化
バッファの動作を提供する。
【００２１】
　図１は、本開示の実施形態が実現できる通信システム１００の例を示す。図１に示され
た通信システム１００の実施形態は、例示に過ぎない。本開示の範囲から外れることなく
、通信システム１００の他の実施形態が使用されることができる。
【００２２】
　図１に示すように、システム１００は、システム１００内の様々なコンポーネント間の
通信を容易に行うネットワーク１０２を含む。例えば、ネットワーク１０２は、ネットワ
ークアドレス間のインターネットプロトコル（ＩＰ）パケット、フレーム中継フレーム、
非同期伝送モード（ＡＴＭ）セル、又は他の情報を伝送できる。ネットワーク１０２は、
またケーブル及び衛星通信リンクのようなブロードキャスティングネットワークを含む異
種ネットワークであってもよい。ネットワーク１０２は、一つ以上のＬＡＮ（local area
 networks）、ＭＡＮ（metropolitan area networks）、ＷＡＮ（wide area networks）
、インターネットのようなグロバールネットワークの全体又は一部、又は一つ以上の位置
にある他の通信システムを含んでもよい。
【００２３】
　ネットワーク１０２は、少なくとも一つのサーバ１０４及び多様なクライアントデバイ
ス１０６～１１５間の通信を助ける。各々のサーバ１０４は、一つ以上のクライアントデ
バイスに、コンピューティングサービスを提供することができるいずれかの適切なコンピ
ューティング又は処理デバイスを含む。各々のサーバ１０４は、例えば、一つ以上の処理
デバイス、命令及びデータを格納する一つ以上のメモリ、及びネットワーク１０２を介し
た通信を助ける一つ以上のネットワークインターフェースを含むことができる。
【００２４】
　各々のクライアントデバイス１０６～１１５ は、ネットワーク１０２を介して少なく
とも一つのサーバ又は他のコンピューティングデバイスと相互動作するいずれかの適切な
コンピューティング又は処理デバイスを示す。この例において、クライアントデバイス１
０６～１１５には、デスクトップコンピュータ１０６、モバイル電話又はスマートフォン
１０８、ＰＤＡ（personal digital assistant）１１０、ラップトップコンピュータ１１
２、タブレットコンピュータ１１４、及びセットトップボックス及び／又はテレビジョン
１１５が含まれる。しかし、他の、又は追加のクライアントデバイスが、通信システム１
００内において用いられてもよい。 
【００２５】
　この例において、一部のクライアントデバイス１０８～１１４は、ネットワーク１０２
と間接的に通信する。例えば、クライアントデバイス１０８、１１０は、携帯電話基地局
又はeNodeBのような一つ以上の基地局１１６を通じて通信する。また、クライアントデバ
イス１１２～１１４は、ＩＥＥＥ８０２．１１無線アクセスポイントのような一つ以上の
無線アクセスポイント１１８を通じて通信する。これらは例示に過ぎず、各々のクライア
ントデバイスが、ネットワーク１０２と直接通信するか、適切な媒介装置又はネットワー
クを通じて、ネットワーク１０２と間接的に通信できることを理解すべきである。
 
【００２６】
　以下でより詳細に説明されるように、ネットワーク１０２は、ＭＭＴＰを用いたサーバ
１０４からクライアントデバイス１０６～１１５への、例えば、イメージ、ビデオ、及び
／又はオーディオのようなメディアデータの通信を助ける。ＭＭＴが、また異なる伝送環
境の特性を考慮して設計されていることを勘案すると、サーバ１０４は、ＭＭＴＰを用い
て、ネットワークを通じてクライアントデバイス１０６～１１５に、メディアデータをブ
ロードキャスト又はストリームしてもよい。また、サーバ１０４は、メディアデータと共
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に、或いは、別途に、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ動作及び管理ＭＭＴＰデカプセル化
バッファを示すために、メッセージを通じてバッファ除去モードシグナリングを提供して
もよい。
【００２７】
　図１は、通信システム１００の一例を示しているが、図１について様々な変形が可能で
ある。例えば、システム１００は、各コンポーネントの任意の個数を任意の適切な配列で
含むことができる。一般に、コンピューティング及び通信システムは、広範囲の構成で示
され、図１は、本開示の範囲を特定の構成に限定しない。図１は、本明細書に開示された
様々な特性が用いられ得る一つの動作環境を示しているが、これらの特性は、他の適切な
システムにおいても用いることができる。
【００２８】
　図２及び図３は、本開示によるコンピューティングシステム内の例示的デバイスを示す
。特に、図２は、例示的なサーバ２００を示し、図３は、例示的なクライアントデバイス
３００を示す。サーバ２００は、図１においてサーバ１０４を示してもよく、クライアン
トデバイス３００は、図１においてクライアントデバイス１０６～１１５のうちの一つ以
上を示してもよい。
【００２９】
　図２に示すように、サーバ２００は、少なくとも一つの制御部２１０、少なくとも一つ
の格納装置２１５、少なくとも一つの通信部２２０、及び少なくとも一つの入出力（Ｉ／
Ｏ）ユニット２２５間の通信を支援するバスシステム２０５を含む。
【００３０】
　制御部２１０は、メモリ２３０内にロードされた命令語を実行する。制御部２１０は、
適切な個数及びタイプのプロセッサ又は他のデバイスを適切な配列で含んでもよい。制御
部２１０の例としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナル
プロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレイ、特定用途向け集積回路（applicat
ion specific integrated circuits、ASIC）、及び分離回路を含む。
【００３１】
　メモリ２３０及び永続性記憶部２３５が格納装置２１５の例であるが、格納装置２１５
は、情報 (データ、プログラムコード、及び／又は一時的又は持続的な他の適切な情報)
を格納し、その検索を支援可能な任意の構造を指す。メモリ２３０は、ＲＡＭ（random a
ccess memory）又は他の適切な揮発性又は非揮発性格納装置であってもよい。永続性記憶
部２３５は、ＲＯＭ（read-only memory）、ハードドライブ、フラッシュメモリ、又は光
ディスクのように、データの長期的格納を支援する一つ以上のコンポーネント又はデバイ
スを含んでもよい。
【００３２】
　通信部２２０は、他のシステム又はデバイスとの通信を支援する。例えば、通信部２２
０は、ネットワーク１０２を通じて通信を助けるネットワークインターフェースカード又
は無線送受信部を含むことができる。通信部２２０は、適切な物理的又は無線通信リンク
を通じて通信を支援できる。
【００３３】
　Ｉ／Ｏユニット２２５は、データの入力及び出力を可能にする。例えば、Ｉ／Ｏユニッ
ト２２５は、キーボード、マウス、キーパッド、タッチスクリーン、又は他の適切な入力
装置を通じてユーザ入力のための接続が提供できる。Ｉ／Ｏユニット２２５は、またディ
スプレイ、プリンター、又は他の適切な出力装置へ出力を送ることができる。
【００３４】
　なお、図２は、図１のサーバ１０４を示しているが、同一、又は類似の構造を、クライ
アントデバイス１０６～１１５のうちの一つ以上に用いることができる。例えば、ラップ
トップ又はデスクトップコンピュータは、図２に示したものと同一又は類似の構造を有す
ることができる。
【００３５】
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　以下でより詳細に説明するように、サーバ２００は、メディアデータと共に、或いは別
途に、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ 動作及び管理ＭＭＴＰデカプセル化バッファを示
すために、メッセージを通じてメディアデータ及び／又はバッファ除去モードシグナリン
グを送信する。一例において、サーバ２００は、ＩＰネットワークを通じてメディアデー
タをブロードキャストするためのブロードキャストエンティティであってもよい。
【００３６】
　図３に示すように、クライアントデバイス３００は、アンテナ３０５、送受信部３１０
、送信（ＴＸ)処理回路３１５、マイクロフォン３２０、及び受信（ＲＸ)処理回路３２５
を含む。クライアントデバイス３００は、さらにスピーカー３３０、制御部３４０、入出
力（Ｉ／Ｏ）インターフェース（ＩＦ）３４５、キーパッド３５０、ディスプレイ３５５
、及びメモリ３６０を含む。メモリ３６０は、オペレーディングシステム（ＯＳ）３６１
と、一つ以上のアプリケーション３６３とを含む。
【００３７】
　送受信部３１０は、アンテナ３０５から、システム内の他のコンポーネントにより送信
される流入（incoming）ＲＦ信号を受信する。送受信部３１０は、流入ＲＦ信号をダウン
コンバートすることにより、中間周波数（ＩＦ）又は基底帯域信号を生成する。ＩＦ又は
基底帯域信号は、ＲＸ処理回路３２５に送られ、ＲＸ処理回路３２５は、基底帯域又はＩ
Ｆ信号をフィルタリング、デコーディング、及び／又は二進化処理により、処理された基
底帯域信号を生成する。ＲＸ処理回路３２５は、処理された基底帯域信号をスピーカー３
３０(音声データの場合)に、又はさらなる処理のために制御部３４０(ウェブブラウジン
グデータの場合)に送信する。
【００３８】
　ＴＸ処理回路３１５は、マイクロフォン３２０からアナログ又はデジタル音声データを
、又は制御部３４０から他の流出（outgoing）基底帯域データ(ウェブデータ、E－メール
又はインタラクティブビデオゲームデータ)を受信する。ＴＸ処理回路３１５は、流出基
底帯域データを、エンコーディング、多重化、及び／又は二進化して、処理された基底帯
域又はＩＦ信号を生成する。送受信部３１０は、処理された流出基底帯域又はＩＦ信号を
、ＴＸ処理回路３１５から受信し、アンテナ３０５を介して送信される基底帯域又はＩＦ
信号をＲＦ信号にアップコンバートする。
【００３９】
　制御部３４０には、一つ以上のプロセッサ又は他の処理デバイスを含めることができ、
クライアントデバイス３００の全般的動作を制御するために、メモリ３６０に格納された
基本オペレーティングシステム３６１を実行する。例えば、制御部３４０は、よく知られ
ている原理に従い、送受信部３１０、ＲＸ処理回路３２５、及びＴＸ処理回路３１５によ
りフォワードチャンネル信号の受信及びリバースチャンネル信号の送信を制御することも
できる。一部の実施形態において、制御部３４０は、少なくとも一つのマイクロプロセッ
サ又はマイクロコントローラを含む。
【００４０】
　制御部３４０は、メモリ３６０に常駐する他のプロセス及びプログラムを実行すること
もできる。制御部３４０は、実行プロセスにより要請されるとき、メモリ３６０の内外に
データを移動できる。一部の実施形態において、制御部３４０は、オペレーティングシス
テム３６１に基づくか、又は外部装置又はオペレータから受信した信号に応じて、アプリ
ケーション３６３を実行するように構成されている。制御部３４０は、またクライアント
デバイス３００に、ラップトップコンピュータ及びハンドヘルドコンピュータのような他
の装置への接続機能を提供するＩ／Ｏインターフェース３４５に結合される。Ｉ／Ｏイン
ターフェース３４５は、これらのアクセサリーと制御部３４０との間の通信経路である。
【００４１】
　制御部３４０はまた、キーパッド３５０及びディスプレイ３５５に接続される。クライ
アントデバイス３００のオペレータは、キーパッド３５０を用いてクライアントデバイス
３００にデータを入力できる。ディスプレイ３５５は、液晶ディスプレイ、又はウェブサ
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イトなどからのテキスト及び／又は少なくとも制限されたグラフィックをレンダリングで
きる他のディスプレイであってもよい。
【００４２】
　メモリ３６０は、制御部３４０に接続される。メモリ３６０の一部には、ＲＡＭ（rand
om access memory）を含めることができ、メモリ３６０の他の一部には、フラッシュメモ
リ又は他のＲＯＭ（read-only memory）を含めることができる。
【００４３】
　以下でより詳細に説明されるように、クライアントデバイス３００は、メディアデータ
バッファ除去モードシグナリングを受信する。例えば、クライアントデバイス３００は、
ＨＲＢＭによりメディアデータを受信及び処理してもよい。クライアントデバイス３００
はまた、サーバから受信したメッセージから、ＭＭＴＰデカプセル化バッファデータ除去
動作及び管理が識別できる。一例において、クライアントデバイス３００は、ＩＰネット
ワークを通じてブロードキャストメディアデータを受信するモバイル装置であってもよい
。
【００４４】
　図２及び図３は、コンピューティングシステム内のデバイスの例を示しているが、図２
及び図３について様々な変更が行われてもよい。例えば、図２及び図３において、多様な
コンポーネントが接続されるか、さらに細分化されるか、省略されてもよく、特定のニー
ズに応じて追加のコンポーネントが加えられてもよい。特定の例として、制御部３４０は
、一つ以上の中央処理ユニット（ＣＰＵ）及び一つ以上のグラフィック処理ユニット（Ｇ
ＰＵ）のような複数のプロセッサに分割できる。また、図３は、モバイル電話又はスマー
トフォンとして構成されたクライアントデバイス３００を示しているが、クライアントデ
バイス３００は、例えば、非限定的に、セットトップボックス、テレビジョン、及びメデ
ィアストリーミングデバイスを含む他のタイプのモバイル又は固定デバイスとして動作す
るように構成できる。また、コンピューティング及び通信ネットワークを用いることのよ
うに、クライアントデバイス及びサーバは、広範囲の構成で示すことができ、図２及び図
３は、本開示を特定のクライアントデバイス又はサーバに限定していない。
【００４５】
　図４は、本開示によるＭＭＴＰデータ送信環境４００におけるＭＭＴＰ入出力の例示的
ブロック図である。この例において、送信エンティティ４０５、例えば、図２のサーバ２
００のようなサーバが、ＭＭＴＰに従って、送信媒体を通じて受信エンティティ４１０、
例えば、図３のクライアントデバイス３００のようなクライアントデバイスに、メディア
データを送る。メディアデータ４１５は、ＭＭＴＰに従って、送信エンティティ４０５で
処理される。例えば、送信エンティティ４０５は、ＭＭＴ処理ユニット（ＭＰＵ）及び 
ＭＭＴフラグメントユニット（ＭＦＵ)(例えば、ＭＰＵのフラグメント)としてメディア
データに対して、ＭＭＴパッケージカプセル化、コーディング、伝送、及びシグナリング
を行ってもよい。次に、その処理されたメディアデータは、ＭＭＴＰによる処理(例えば
、デカプセル化, デコーディングなど)のために、受信エンティティ４１０に（例えば、
パケットとして）送られる。受信エンティティ４１０で処理されたメディアデータは、次
に、メディアデータの伝送を完了する視覚及び／又は聴覚的ディスプレイ装置の上に、ユ
ーザに提示するためにＭＰＵ及び／又はＭＦＵとして上位階層プログラミング（例えば、
メディアプレーヤーのようなアプリケーション階層プログラム）まで送られる。
【００４６】
　図５は、本開示による受信側での受信部動作をシミュレーションし、バッファ遅延及び
サイズ要件を推定するための例示的受信部バッファモデル５００のブロック図を示す。本
開示の様々な実施形態において、メディア伝送サーバ（又は他のＭＭＴ認知ノード）のよ
うな送信エンティティ４０５が、一対多点の送信システムにおけるメディアデータ伝送の
ための固定のエンドツーエンド遅延を算出、判断及び／又は識別する。例えば、送信エン
ティティ４０５は、モデル５００を活用して、受信エンティティ４１０の受信部における
受信制約上で、パケットストリームに対して実施されたメディアデータ処理の影響を判断
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してもよい。例えば、送信エンティティ４０５は、上記のモデルを活用して、求められた
バッファリング遅延及び求められたバッファサイズを判断し、その情報を、メディアデー
タを受信するエンティティに伝送してもよい。
【００４７】
　この例示において、ＦＥＣデコーディングバッファ５０５は、ＦＥＣデコーディングと
関連した遅延及び／又はバッファサイズ要件を推定するためのモデルである。ＦＥＣデコ
ーディングは、下位階層送信だけではチャンネルエラーから復旧するのに十分でない場合
がある、又は、ネットワーク輻輳がパケットドロップ又は過度の遅延を発生させる場合の
多くのアプリケーションに典型的に用いられる。ＦＥＣデコーディングを行うために、受
信エンティティ４１０は、ＦＥＣデコーディングを行うのに十分な量のソース（「Ｓ」）
及びリペアデータ（「Ｐ」パリティーデータ）が利用可能となるまで流入パケットを記憶
させたバッファを用いる。
【００４８】
　この例示において、送信エンティティ４０５は、ＦＥＣデコーディングと関連した遅延
を推定するために、ＦＥＣデコーディングに関し、受信エンティティ４１０が取るアクシ
ョンを決めるように、ＦＥＣデコーディングバッファ５０５のモデルを用いる。即ち、送
信エンティティ４０５は、ＦＥＣデコーディングバッファ５０５のモデルを用いてＦＥＣ
デコーディング遅延を推定するために、受信エンティティ４１０により取られるアクショ
ンを予測する。このような送信エンティティ４０５によるＦＥＣデコーディングバッファ
５０５のモデリングは、ＦＥＣデコーディングバッファ５０５が初期段階では空であると
仮定して開始される。次に、送信タイムスタンプｔｓを有する各々の流入パケットｉに対
して、受信エンティティ４１０は、buffer_occupancy＋packet_size＜max_buffer_sizeの
場合、ＦＥＣデコーディングバッファ５０５を用いて、パケットｉをバッファする。そう
でない場合、受信エンティティ４１０は、パケットｉを、バッファモデルに合わないもの
として破棄する。受信エンティティ４１０は、その後、ＦＥＣをパケットｉに適用するか
否かを判断する。ＦＥＣをパケットｉに適用する場合、受信エンティティ４１０は、パケ
ットｉの属するソースブロックｊを決定し、ソースブロックｊの第１パケットの挿入時間
ｔを決定し、time t+FEC_buffer_timeのタイミングにてソースブロックｊの全てのパケッ
トを（必要な場合、ＦＥＣ訂正の後）デジッタバッファに移動し、リペアパケットを破棄
する。送信エンティティ４０５は、ソースブロックの最初のパケットの受信からＦＥＣデ
コーディングが試みられるまでのＦＥＣデコーディングに必要なバッファ時間として、FE
C_buffer_timeを用いる。この時間は、通常、ＦＥＣブロックサイズに基づいて算出され
る。
【００４９】
　デジッタバッファ５１０は、パケットのデジッタリング、即ち、パケットの遅延ジッタ
の除去と関連した遅延及び／又はバッファサイズ要件を推定するために、送信エンティテ
ィにより用いられるモデルである。デジッタバッファは、究極的には、最大送信遅延を前
提として、ＭＭＴＰパケットが、ソースからＭＭＴＰプロトコルスタックの出力まで固定
された送信遅延を経験することを保証する。受信エンティティ４１０は、最大送信遅延よ
り大きな送信遅延を経たデータユニットを、非常に遅いものとして破棄してもよい。
 
【００５０】
　このような送信エンティティ４０５によるデジッタバッファ５１０のモデリングは、デ
ジッタバッファ３０５が初期段階では空であるという仮定から開始する。その後、受信エ
ンティティ４１０は、ＭＭＴＰパケットが到着するとき、そのパケットをデジッタバッフ
ァ５１０に挿入する。受信エンティティ４１０は、その後、時間ts+ΔでＭＭＴＰパケッ
トを除去する。ここで、ｔｓは、ＭＭＴＰパケットの送信タイムスタンプであり、Δは、
メディアデータについてシグナルされる固定されたエンドツーエンド遅延である。デジッ
タリングが適用された後、適切に到着した（又はＦＥＣ／再伝送を通じて復旧された）全
てのＭＭＴＰパケットは、同じエンドツーエンド遅延を経験しているであろう。
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【００５１】
　ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５は、ＭＭＴＰ処理と関連して、その出力を上位階
層へ送る前に、遅延及び／又はバッファサイズ要件を推定するために、送信エンティティ
により用いられるモデルである。ＭＭＴＰプロセッサの出力は、ＭＦＵペイロード（低い
遅延動作の時）、完全なムービーフラグメント、又は完全なＭＰＵであり得る。ＭＰＵは
、それらのサイズによって、より小さいパケットに分割されるか、又はより大きいパケッ
トの集合とできる。デカプセル化（ＭＭＴＰパケット及びペイロードヘッダの除去）及び
そのパケットの任意の求められた分割解除（de-fragmentation）／集合解除（de-aggrega
tion）が、ＭＭＴＰプロセッシングの一部として行われる。この手続きは、ＭＰＵが、多
くのＭＭＴＰパケットに分割される際、組立てを行うために、デカプセル化遅延と称され
るバッファリング遅延を求めることができる。しかし、このような例示的実施形態におい
て、デカプセル化遅延は，固定されたエンドツーエンド遅延の一部として看做されなく、
コード化されたメディア階層により消費されるＭＰＵの可用性は、エンティティがデカプ
セル化遅延と関係なく、そのＭＰＵを多くのＭＭＴＰパケットに分割することにより保証
できる。送信エンティティ４０５によりモデルとして用いられる際、バッファ５０５、５
１０、及び５１５の各々は、例えば、クライアントデバイス３００のメモリ３６０のよう
な受信エンティティのメモリで実現できる。
【００５２】
　本開示の様々な実施形態において、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５は、以下のよ
うに動作してもよい。ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５は、初期段階で空であるとき
に、デジッタバッファ５１０によりデジッタリングが行われた後、ＭＭＴＰパケットを受
信する。ＭＭＴＰパケットが集合したペイロードを運搬する場合、受信エンティティ４１
０は、パケット及びペイロードヘッダを除去し、各々の単一データユニットを抽出する。
ＭＭＴＰパケットが分割されたペイロードを運搬する場合、全てのフラグメントが正しく
受信されるまで、或いは同一の分割されたデータユニットに属さないパケットが受信され
るまで、パケットがバッファ内に保持される。以下でより詳細に説明するように、クライ
アントの動作モードに応じて、完全なＭＰＵ、ムービーフラグメント、又は単一ＭＦＵが
復旧されると、送信エンティティ４０５は、再構成されたデータを、ユーザに表示するた
めに、提示階層のような上位階層に伝送する。
【００５３】
　前述のように、受信部バッファモデル又はＭＭＴのＨＲＢＭは、ＭＭＴＰパケット伝送
のエンドツーエンド遅延を保持するためのバッファモデルを定める。本開示の実施形態は
、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５からデータの除去を始める前の初期遅延及びＭＭ
ＴＰデカプセル化バッファ５１５からデータを除去するレートの両方を算出するのに使用
及び／又は必要な情報をシグナルするためのメッセージをさらに提供する。
【００５４】
　本開示の様々な実施形態において、サーバ２００は、クライアントデバイス３００に、
クライアントデバイス３００の動作モードによるＭＭＴＰデカプセル化バッファの管理に
関する情報を含むメッセージを提供する。一実施形態において、このメッセージは、ＨＲ
ＢＭ除去メッセージであってもよい。他の実施形態において、上記の情報は、例えば、固
定されたエンドツーエンド遅延をシグナルするのに用いられるメッセージのように、情報
をシグナルするのに使用される他のＭＭＴシグナリングメッセージと共に含まれてもよい
。このメッセージは、クライアントデバイス３００が、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５
１５からデータの除去を始める前の初期遅延及びＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５か
らデータを除去するレートの両方を算出するのに使用及び／又は要求する情報を提供する
。このメッセージがシグナルされると、クライアントデバイス３００は、データ送信のた
めに、可能な、現在使用可能である、及び／又は、サポートされている動作モードのうち
の一つを識別、及び／又は選択する。クライアントデバイス３００は、ＭＭＴＰデカプセ
ル化バッファ５１５のオーバーフロー及び／又はアンダーフローを避ける及び／又は防ぐ
ために、このメッセージによりシグナルされる最大要求バッファサイズを有する動作モー
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ドを選択できる。選択されたモードに応じて、クライアントデバイス３００は、完全なＭ
ＰＵ、ムービーフラグメント、又は単一ＭＦＵを復旧し、再構成されたデータは、メディ
アエンジンのような上位階層に伝送される。
【００５５】
【表１】

【００５６】
　この例示において、「message_id」は、HRBM_Data_Removalメッセージの識別子を示し
、「version」は、HRBM_Data_Removalメッセージのバージョンを示す。例えば、ＭＭＴ受
信エンティティ（例えば、クライアントデバイス３００）は、このフィールドを用いて、
受信したHRBM_Data_Removalメッセージのバージョンを確認できる。また、「length」は
、HRBM_Data_Removalメッセージのバイト単位の長さを示すものであって、次のフィール
ドの最初のバイトからHRBM_Data_Removalメッセージの最終のバイトまでカウントしたも
のである。値「０」は、このフィールドにおいて有効でないことがある。続いて、「numb
er_of_operation_modes」は、（例えば、以下の表２に示されているように）クライアン
トデバイス３００が選択する、現在使用可能な及び／又はサポートされるデータ送信のた
めの動作モードの個数を提供し、「data_removal_type」は、ＭＭＴＰデカプセル化バッ
ファ５１５で再構成されたデータを除去するクライアントの動作モードのタイプについて
の情報を提供する。各々のモード毎に必要なバッファサイズが提供される。
【００５７】
　さらに、「max_decapsulation_buffer_size」は、ＭＭＴアセットのバイト単位で、Ｍ
ＭＴＰデカプセル化バッファの必要な最大サイズについての情報を提供し、「buffer_man
agement_valid」は、アセットについて定義されたバッファ管理メカニズムが、適用され
るか否かに関する情報を提供する。例えば、このフラグが「０」に設定されると、ＭＭＴ
Ｐデカプセル化バッファ５１５からデータの除去を始める前の初期遅延及びＭＭＴＰデカ
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プセル化バッファ５１５からデータを除去するレートの両方について何の制限も与えられ
ない。再構成されたデータは、ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５が満たされるまで、
そのバッファ５１５で利用可能である。再構成されたデータは、バッファが満たされてい
るとき、新たに受信及び復旧したデータを追加するために、クライアントにより選択され
た動作モードに応じて、最も古いもの（例えば、最古の完全なＭＰＵ、ムービーフラグメ
ント、又はＭＦＵ）から除去される。このフラグが「１」に設定されると、ＭＭＴＰデカ
プセル化バッファ５１５からデータの除去を始める前の初期遅延及びＭＭＴＰデカプセル
化バッファ５１５からデータを除去するレートの両方を算出するために、適合した情報が
、外部仕様に基づいてメディアデータにおいて運搬される。
【００５８】
　以下の表２は、クライアントデバイス３００が動作するに当って、選択できる多様なタ
イプのモード及び「data_removal_type」値についての例示的コーディングを提供する。
【００５９】
【表２】

【００６０】
　このような例示的実施形態において、クライアントデバイス３００により選択可能なモ
ードのタイプとしては、ＭＰＵモード、ムービーフラグメントモード、及びＭＦＵモード
が含まれる。クライアントデバイス３００は、クライアントデバイス３００の使用可能な
バッファサイズ、メディアデータのバッファサイズ要件、及び／又はクライアントデバイ
ス３００のユーザと関連のメディア消費類型と関連した提示要件に基づいて、動作モード
を選択できる。例えば、メディアコンテンツを後で鑑賞するために録画する場合のように
、バッファが使用可能であるか否かが深刻な制約とならない非実時間的なシナリオにおい
て、クライアントデバイス３００は，全ＭＰＵを待って、ＭＰＵモードで動作するように
選択できる。より実時間的なメディア消費アプリケーションにおいて、クライアントデバ
イス３００は、ＭＦＵモード又はムービーフラグメントモードを用いて、メディアデータ
をより迅速に提示階層に伝送できる。ムービーフラグメントモードにおいて、多数の関連
のＭＦＵ及び関連のメタデータは、上記の関連のＭＦＵを提示階層に送るために一緒に処
理される。
【００６１】
　図６は、本開示の様々な実施形態によるＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５内のＭＭ
ＴＰパケット処理のタイミングチャート６００を示す。タイミングチャート６００は、Ｍ
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５１５のバッファレベルの経時変化例である。例えば、タイミングチャート６００は、Ｍ
ＭＴＰパケット処理と関連したバッファ要件を推定する例である。
【００６２】
　送信エンティティ４０５によるＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５のモデリングは、
ＭＭＴＰデカプセル化バッファ５１５が初期段階では空であるとの仮定から開始する。受
信エンティティ４１０は、デジッタリングが行われた後、ＭＭＴＰパケットを、ＭＭＴＰ
デカプセル化バッファ５１５内に挿入する。集合したペイロードを運搬するＭＭＴＰパケ
ットについて、受信エンティティ４１０は、パケット及びペイロードヘッダを除去し、そ
の集合を個別のＭＰＵに分割する。分割されたペイロードを運搬するＭＭＴＰパケットに
ついて、受信エンティティ４１０は、全ての当該フラグメントが正しく受信されるまで、
或いは同一の分割されたＭＰＵに属さないパケットが受信されるまで、ＭＭＴＰデカプセ
ル化バッファ５１５内にパケットを保持する。ＭＰＵの全てのフラグメントが受信される
と（例えば、時間６０５又は時間６１０で）、受信エンティティ４１０は、ＭＭＴＰパケ
ット及びペイロードヘッダを除去し、再組立て（reassemble）した後、再構成されたＭＰ
Ｕを上位階層に伝送する。それに対して、ＭＰＵの一部のフラグメントが受信されていな
い場合には、受信エンティティ４１０は、不完全なＭＰＵのフラグメントを破棄してもよ
い。
【００６３】
　このような受信部バッファモデル５００に基づいて、送信エンティティ４０５は、送信
スケジュール、バッファサイズ及びバッファリング遅延Δを判断し、ターゲット経路上の
最大伝送遅延を仮定して、パケットがドロップしないことを保証できる。送信エンティテ
ィ４０５は、設定された閾値以下の送信遅延を経験するパケットが、一対多点の送信シス
テムに渡って一定の遅延の後、クライアントバッファがアンダーフロー又はオーバーフロ
ーすることなく、上位階層に出力されることを可能とするか又は保証する。
【００６４】
　メディアデータに求められたバッファサイズ及び固定のエンドツーエンド遅延を判断し
た後、送信エンティティ４０５は、受信エンティティ４１０に、その情報を伝送する。例
えば、送信エンティティ４０５は、送信及び受信エンティティ間のシグナリングプロトコ
ルを用いて、 受信エンティティ４１０にその情報を伝送してもよい。多様な実施形態に
おいて、送信エンティティ４０５は、選択されたエンドツーエンド遅延及びバッファサイ
ズがアラインされ（aligned）、バッファアンダーラン（under-runs）又はオーバーラン
（overruns）を起こさないことを確認するために、受信部バッファモデル５００を、連続
的に実行できる。受信側において、固定遅延のシグナリングは、受信エンティティ４１０
に対して、各々のデータユニットが上位階層に伝送される前に、シグナルされた固定のエ
ンドツーエンド遅延Δを経験するように、バッファリングを実行するよう指示する。送信
及び受信エンティティ間のクロックが同期されるという前提の下で、受信エンティティ４
１０は、送信タイムスタンプ及びシグナルされた固定のエンドツーエンド遅延に基づいて
、データの出力時間を算出できる。
【００６５】
　一部の実施形態において、送信エンティティ４０５は、セッション記述プロトコル（Ｓ
ＤＰ）ファイルのようなセッション記述ファイルを用いて、シグナリングを行う。ＳＤＰ
において、メディアセッションは、ＭＭＴＰプロトコルを用いて伝送されると記述される
。メディアセッションは、固定のエンドツーエンド遅延及び／又は要求されたバッファサ
イズを含む。表３は、固定のエンドツーエンド遅延及びバッファサイズ要件をシグナルす
るＳＤＰファイルのメディアセッション記述の一例を示す。
【００６６】



(16) JP 6516767 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

【表３】

【００６７】
　他の実施形態において、固定のエンドツーエンド遅延及びバッファサイズ要件のシグナ
リングは、ＭＭＴＰシグナリング関数を用いて行われる。そのような実施形態において、
上記の情報を運搬するための新たなシグナリングメッセージが設計される。
【００６８】
　この例において、バッファサイズは、バイト単位であり、固定のエンドツーエンド遅延
は、ミリ秒単位である。他の実施形態において、送信エンティティ４０５は、特殊なシグ
ナリングメッセージタイプが定義されるか、既存のシグナリングメッセージ内に情報が含
まれるＭＭＴＰシグナリングメッセージを用いて、シグナリングを行うことができる。
【００６９】
　固定遅延を判断する際、送信エンティティ４０５は、受信部への送信経路上で、最大期
待及び許容可能な送信遅延を推定する。ＦＥＣが用いられる場合、送信エンティティ４０
５は、損失したＭＭＴＰパケットを復旧するためにＦＥＣデコーディングが要求される状
況で、ソースブロックを組み立てるのに必要な時間（例えば、前記の論議されたFEC_buff
er_time）をカバーするＦＥＣバッファリング遅延を追加する。また、送信エンティティ
４０５は、パケットの分割により誘発される可能性がある遅延を追加する。送信エンティ
ティ４０５は、その結果によるＭＭＴＰ伝送遅延の推定を、固定のエンドツーエンド遅延
としてシグナルする。固定のエンドツーエンド遅延を推定する一例が、以下の数式１によ
り与えられる。
【００７０】

【数１】

【００７１】
　多様な実施形態において、結果的なバッファ要件を推定するために、送信エンティティ
４０５は、データが送信エンティティ４０５によりバッファされるべきであると推定され
た最大時間量として、固定のエンドツーエンド遅延を用い受信部への送信経路についての
最小送信遅延を差し引いてもよい。次に、送信エンティティ４０５は、バッファサイズ要
件を、算出したバッファデータデュレーション（duration）とＭＭＴＰストリームの最大
ビットレートとを乗じた値として推定できる。固定のエンドツーエンド遅延を推定する一
例が、以下の数式２により与えられる。
【００７２】
【数２】

【００７３】
　本明細書に記述された多様な実施形態は、ＭＭＴＰデータ通信について述べているが、
本開示の多様な実施形態は、ＭＭＴ通信のみに制限されないことに留意すべきである。例
えば、あるモードシグナリング及び決定、固定の遅延及びバッファサイズの決定は、本開
示の原理に従い、適切なタイプのデータ又はメディアコンテンツ伝送及び／又は適切なタ
イプの送信システムにも適用できる。
【００７４】
　図７は、本開示により、クライアントデバイスによる受信データを管理するための例示
的プロセスのフローチャートを示す。例えば、図７に示したプロセスは、図４の受信エン
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ティティ４１０により実行されてもよい。このプロセスは、図３のクライアントデバイス
３００により実現されてもよい。
【００７５】
　このプロセスは、クライアントデバイスが、データ除去のための多くのモードに関する
情報を含むメッセージを受信することから始まる（ステップ７０５）。例えば、ステップ
７０５において、クライアントデバイスは、クライアントデバイスにあるバッファから、
メディアデータの除去を管理するためのメッセージを受信する。このメッセージは、ＨＲ
ＢＭ除去メッセージであってもよく、他のＭＭＴシグナリングメッセージと共に含まれて
もよく、及び／又は、クライアントデバイスへのメディアコンテンツストリーミングの開
始の際に含まれてもよい。一例において、このバッファは、図５のＭＭＴＰデカプセル化
バッファ５１５である。メッセージの受信時間の付近で、例えば、メッセージの受信後、
クライアントデバイスは、メッセージ及びデータ除去のモードと関連付けられたメディア
データ送信の受信を開始してもよい。また、メディアデータ送信がクライアントデバイス
により受信され始めた後、例えば、メディアデータのサポートされた及び／又は使用可能
な除去モードが変更された場合に、メッセージが受信されてもよい。
【００７６】
　その後、クライアントデバイスが、メッセージからモードのタイプを識別する（ステッ
プ７１０）。例えば、ステップ７１０において、クライアントデバイスは、受信したメッ
セージに示されたモードに関する情報から、バッファからのデータ除去のために用いるモ
ードを識別する。前記モードとしては、クライアントデバイスが完全なＭＰＵを除去可能
なモード、クライアントデバイスが完全なムービーフラグメントを除去可能なモード、ク
ライアントデバイスが完全なＭＦＵを除去可能なモードが含まれてもよい。クライアント
デバイス（例えば、制御部３４０）は、バッファのオーバーフロー又はアンダーフローを
防ぐために、メッセージ内に示されたモードのうち、最大要求バッファサイズを有するモ
ードのタイプを選択できる。
【００７７】
　クライアントデバイスは、初期遅延を算出する（ステップ７１５）。例えば、ステップ
７１５において、クライアントデバイスは、選択されたモード及びデータの送信パラメー
タ（例えば、バッファからデータの除去を始めるために、完全なＭＰＵ、ＭＦＵ、ムービ
ーフラグメントが十分に受信されるまでの時間）に基づいて、初期遅延を算出できる。ま
た、クライアントデバイスは、除去レートを算出する（ステップ７２０）。例えば、ステ
ップ７２０において、クライアントデバイスは、選択されたモード及びデータの送信パラ
メータ（例えば、完全なＭＰＵ、ＭＦＵ、又はムービーフラグメントが受信されて新たに
構築されるレート、及び提示、例えば、リアルタイム表示、録画などの要件）に基づいて
、除去レートを算出できる。クライアントデバイスは、バッファからデータを除去する前
の初期遅延及び除去レートの両方を算出してもよい。
【００７８】
　この後、クライアントデバイスは、バッファからデータを除去し、再構成されたデータ
を、上位階層に送信する（ステップ７２５）。例えば、ステップ７２５において、クライ
アントデバイスは、識別されたモードのタイプに基づいて、データを除去（例えば、完全
なＭＰＵ、ＭＦＵ、又はムービーフラグメントを除去）できる。クライアントデバイスは
、再構成されたデータを、ディスプレイ上でユーザに提示するために、提示階層のような
上位階層に送信する。
【００７９】
　図８は、本開示により、サーバによるデータ除去管理を指示するための例示的プロセス
のフローチャートである。例えば、図８に示されたプロセスは、図４の送信エンティティ
４０５により実行できる。このプロセスは、図２のサーバ２００によっても実現できる。
【００８０】
　このプロセスは、サーバが受信データの除去のための多数のモードに関する情報を含む
メッセージを生成することから始まる（ステップ８０５）。例えば、ステップ８０５にお
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いて、上記のメッセージは、クライアントデバイスにあるバッファからメディアデータの
除去に関する管理情報を含んでもよい。サーバは、例えば、多数の使用可能な及び／又は
サポートされたモードの各々について、データの除去のためのモードのタイプを示す情報
を含んでもよい。また、サーバは、バッファの最大要求サイズを示す情報を、メッセージ
内に含める。
【００８１】
　その後、サーバは、上記のメッセージをクライアントデバイスに送信する（ステップ８
１０）。例えば、ステップ８１０において、サーバは、上記のメッセージをクライアント
デバイスに送信して、クライアントデバイスのＭＭＴＰデカプセル化バッファからのデー
タ除去の動作及び管理をシグナルする。これらの例において、サーバは、メディアデータ
をクライアントデバイスに送信サーバと同一であってもよいし、異なっていてもよい。
【００８２】
　図７及び図８は、クライアントデバイスにより受信されたデータを管理し、サーバによ
りデータ除去管理を指示するプロセスの例を各々示しているが、図７と図８に様々な変更
が行われてもよい。例えば、一連のステップが示されているが、各々の図面において、様
々なステップが重複されるか、並行に発生するか、異なる順に起きるか、複数回発生して
もよい。
【００８３】
　本開示は、例示的な実施形態により記述されたが、様々な変更及び修正が可能であるこ
とは、当業者には明らかである。本開示は、添付の特許請求の範囲内で、そのような変更
及び修正を含むことができる。
【００８４】
　本出願の内容は、特定の要素、ステップ、又は機能が、特許請求の範囲に含まれるべき
必須の要素を意味すると取られるべきである。特許内容の範囲は、専ら請求項により限定
されるだけである。また、請求項のうちのいずれも、正確な単語「～の手段」の後に分詞
が続かなければ、35 USC §112（ｆ）を行使するようになっていない。
【符号の説明】
【００８５】
　１００　通信システム
　１０２　ネットワーク
　１０４、２００　サーバ
　１０６、１０８、１１０、１１２、１１４、１１５　クライアントデバイス
　１１６　基地局
　２０５　バスシステム
　２１０　制御部
　２１５　格納装置
　２２０　通信部
　２２５　入出力ユニット
　２３０　メモリ
　２３５　永続性記憶部
　３００　クライアントデバイス
　３０５　アンテナ
　３１０　送受信部
　３１５　送信（ＴＸ）処理回路
　３２０　マイクロフォン
　３２５　受信（ＲＸ）処理回路
　３３０　スピーカー
　３４０　制御部
　３４５　入出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース（ＩＦ）
　３５０　キーパッド
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　３５５　ディスプレイ
　３６０　メモリ
　３６１　オペレーティングシステム
　３６３　アプリケーション
　４０５　送信エンティティ
　４１０　受信エンティティ
　５００　受信部バッファモデル
　５０５　ＦＥＣデコーディングバッファ
　５１０　デジッタバッファ
　５１５　ＭＭＴＰデカプセル化バッファ

【図１】 【図２】
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